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答および貨物の絞卸しをなす協所をしづ。法律では， ZE継 とは 駅は貨車の回送命令を受けた場合は， つぎのI1阪序にしたがい，

主として航空運送の別に供する公共用飛行幼と定義して いる Ig駅の使用にさきだって速かに空lILを I!U送しなければならない。

(空港盤備法)。したがって航~~量使刑事業の墓地としてJfl\，、ら (1) 他の支社管内へ回送するもの (2) 他の欽道管理局管内へ

れる飛行場は空港ではない。 回送するもの (3) liolifR所管の鉄道管理局管内へ回送するもの。

空港は平たんにして悦界がさえぎられず， 気象状況が航空機 他の支社管内または他の鉄道管埋局管内へ回送する回送~III

の隊指陵について好適なところでなければならない。空港の位 は， なるべく回送列車および率優 ・ ]11数を指定して行わなけれ

位の選定は都市計画 と密接な以l iiliを有し，広大な敷地を必要と ばならない。

するから ， これを都心に設けるこ とはできないが， できるだけ 5 ~車問送命令の災総監視

î:íil心に近接していることが望ましい。そしてこの間， 自動車ま さ):111回送命令を行ってもこれを敵失に災行しなければ，現在

たは鉄道による連絡が良好でなければならない。そうでないと 耶の適正な分布調整の目的を返する こ とができないので， 空車

航空般の手11m によ って短縮し得た時間も都市と空港との往復に 排出命令を受けた空事>c回送したときは， 支社または鉄道管理

裂する l時前lによって相殺されるからである。 局の指定した駅から本相 ， 所管支社ならひ.に着駅所管支社およ

輸送袈請の少ない空港は， 出走路と 1&少の般的l し設備て‘足る び所管鉄道管政局あてに， 毎 日 6 時を則して jjíj 日の 6 時から当

が， 大きな~r)Jでは，隊指陸前走路 ・風向指示後・ 航空管理室 日の 611寺ま での聞に ， 1也管区に出入した~車すなわち排出空軍

のほかに椴納出， ガソリソ・ ìlll . 水の供給設備， 修庖!工場 ， 1'-1 の凶送列車およびJI1極 ・ 車数を ， 空事数報告と貨車出入報告を

動車駐車場， 貨物の保管および81卸用の合同l施設，消火設備， もって報告させ， 災総を注視するブrjì去を と っ ている。

気象通報設備などを35 し ， さらに旅答のために各僚の娯楽施設， この~車が事故その他のl:1J: EÈlにより指定列車に継送を，また

レストラ九ホテノレなどを必要とする。水上括費用空港は港湾， は指定の"1ι在E ・ 111数を久いだ場合は， 発駅または継送駅は， そ

別川， iNlなとF風波の，[;1\かな 7.Kfi!jを選んてd設けられ， その水深が のI)TjJl を付し鉄道管J'Jl局に速報し， Iヨ 駅の処世について指示を

少なくとも 常に 6 ft 以 Fであってはならない。そしてその設備 受けなければならない。この通報を受けた鉄道管理局は指定を

は内陵空港のそれとほぼ同級であるが，その他に水上践を曳航 久いだ列単またはJlï磁. Ilï数を勘;楽 し ， 速かに適切な指示をし

(えいこう) する施設ならびにこれを水面1から移すための施設を なければならない。

要する。 6 ~ 車禁

~r)Jの所有は， 国有，州有， 市有， 会社所有などに分たれる 空事を回送する場合には， つぎの区分によって空事に貨車111

が， アメ リカ合衆国の大部分の空港は市布市蛍である。わが凶 ~}~ (笠 1fï架) をそう入することにな っている。半疑は原則として

の14j合， ~泌は第 l 極(医|際航空路線に必裂な飛行場。巡紛省 は貨物掛がそう入するものであるが， ~IIl裂は車号掛が取扱う

が建設 ・ 管却する ) ， 第 2 極(主要な園内航'{E路線に必要な飛行 ことがで きる。

地;。 運輸省が建設 ・ 管理する) ， 第 3 極 (地方的な航空運送を11(11 (1) 特定~半以

保するために必要な飛行場。地方公共団体が建設 ・ 管理する ) 他の支社に凶送する空事怯本社から命令されたものであるか

の 3 つに分けられている。(大森一二) ら ， 原則として特定空事奴を使則する。 ただし他の支社へ回送

くうし々 空車 (英) empty car する空事であっても ， 本社において必裂がないと認めた場合は，

l 空事の :な義 普通笠}匹以の使用を指定する こ と がある。

本積率または盈1li (えいしぞ)に対する反対語。:l'(専の空車に このほかえ社または鉄道管程局が緊急で正縦を必~とする場

ついてはっきーのよう に取扱われる。貨車は貨物の到着地，111 に治 合には，とくに指定して特定~III裂を使用することができる。

剰となるから， ここから発送地持に~llïで回送して， 貨車の偏 (2) 普通空lli~史

千ビ低\l<ù を税控するρ 荷主力、ら裂訂iのある輸送貨物に対してその 特定空事以を使用しない空貨車を回送する幼合に使用する。

以に該当の貨車がないときは，他駅からその駅に空軍注入を行 ただし有iE級の申極の鉄道車両， 有r(扱の私有貨車の返送また

わなければならない。 は回送はその車岡山 1本を貨物と して巡送するものであるから，

2 笠司王百十回の設定 ~lliであっても普通事裂を使用しなければならないし，遊車に

貨物の/:u貨想定にもとづいて貨車の行先別使用計画をたて ， は貨物獄事に使用する卒採と問ーのものを佼IH しなければなら

Jt!l J或日IJの到着車数を予恕し ， この到着卒数と使用車数との差数 ないことにな っ ている。一一主貨車運用。(中尾稲三)

によ って ， 到着の過剰地域から不足地獄に対して空111の回送計 くうし々 じ ゅう りょう 空車重量 空事の場合の重量。 自重

画を立てるのである。空事医|送百十回は発地獄別 ・ 宛先別 ・ lflfilì ともし、う。すなわち旅客 ・貨物の輸送および五IH試の必要上，f}\

虫Ijに立て られる。 放すべき日;~具 ・ 物資 ・ 乗務員を含まない]Il問 自体の重量。 たと

3 ~lIi計画の変更 ぇ (f蒸気機関4ではテ γ ダの水 ・ 燃料 ・ 砂箱の砂・ポイラ内の

出貨は経済変動 ・ 取引状況 ・ 気象その他極々の原因で， 予想 水・道具類などおよひ来務員を含まない場合であり，客j!{lliで

どおりに尖絞が現われない場合がある。 乙れを実際の動きに合 は旅客 ・ 貨物およひ‘ 111岡の装備すべき水・蓄1.tU也などをftll依し

わせJるように日々対処しなければならな L、。国鉄では本社と各 ない場合である。 m桑五六)

地との問に通話i待亥IJを定めて li う定時通話指令によって修正す くうち。ううんそう 空中運送 空間を利JTjして航空後によ

るのがilli~J屯ある。 り旅客または物品を巡送するこ とをいう。わが航百三法は L航空

4 空車回迭の実施 僚とは， 人が来ってÍiI'L~の用に供する こ と ができる飛行後 ・ 関

支社または鉄道管理局は，他の管内へ貨車の回送命令を受け 転爽航空機， H:t~: t畿および飛行船その他政令で定める航空の用

た場合は，白管内の使用にさきだって速かに手配し， 確実に災 に供することができる後記、;をいう 1 と定義している。空中Jlli送

総しなければならない。 また社総発国鉄線着または通過となる は歴史的には新しいが，第 1 次大戦以来急速な発迭をみて， 今

貨物輸送のため， 社総の探求によって，その社線へ国鉄所属の 日では陸上運送 ・ 海上述送とならんで巡送分野を形成しつつあ

貨"liを空車回入することもある。 る。しかし法律上空中運送に関する特別の私法規定のない現在
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